
温
羅
伝
説
を
推
理
す
る

◎
温
羅
伝
説

む
か
し
、
異
国
か
ら
温
羅
と
呼
ば

れ
る
鬼
神
が
、
空
を
飛
ん
で
吉
備

へ
や

っ
て
来

た
。
彼
は
歌
部

の
王
子
で
あ

っ
た
と
も
い
う
。
彼
は
態

ノ
瞬

を́
造
り
、
そ
こ
に
住

ん
だ
。
温
羅
は
力
が
強
く
、
凶
暴
で
あ

っ
た
。
時
々
、
ふ
も
と
の
村
を
襲

い
、
食

物
を
略
奪
す
る
。
村
人
は
都

に
そ
の
暴
状
を
訴
え
た
。
朝
廷
は
き
備び
浄
凌
部
が

討

伐

に
向
か
わ
せ
た
。
信
ぼ

吉
備

の
中
山

（吉
備
津
彦
神
社
か
ら
北
束

の
小
山
）
に

陣
を
構
え
、
進
ん
で
蹴
駆
ぼ

に
石

の
楯
を
立

て
て
戦
闘

に
備
え
た

（
楯
築
遺
跡
）
。

い
よ
い
よ
戦

い
が
始
ま

っ
て
、
お
互

い
に
矢
を
射
か
け
る
。
し
か
し
、
そ
の
両
方

の
矢
が
空
中
で
ぶ

つ
か
り
、
温
羅

に
当

た
ら
な
い
。
空
中

で
衝
突

し
た
矢
は
地
上

に
落
ち
る
。
そ
の
場
所
が
矢
喰
神
社
の
附
近
だ
と
い
う
。
そ
こ
で
命
は

一
計
を
案

じ
て
、　
一
度

に
二
本

の
矢
を

つ
が
え
て
発
射
し
た
。
こ
の
作
は
見
事

に
成
功
し
た
。

一
本

の
矢
は
前

の
よ
う
に
空
中
で
ぶ

つ
か

っ
た
が
、
も
う

一
方

の
矢

は
温
羅

の
左

の
目

に
突
き
刺

っ
た
。
日
か
ら
大
量
の
血
が
流
れ
て
川
に
な
る
。
そ
れ
が
血
吸
川

で
あ
る
。

さ
す
が
の
温
羅
も
た
ま
ら
ず
鯉

に
変
身
し
て
血
吸
川

に
姿
を
く
ら
ま
す
が
、
命

は

鵜

に
な

っ
て
こ
れ
を
捕
ら
え
た
。
鯉
喰
神
社
は
、
そ
の
場
所
で
あ
る
と
い
う
。
命

は
温
羅

の
首
を
切

っ
た
。
温
羅
は
首
だ
け
に
な

っ
て
も
、

い
つ
ま
で
も
大
声
を
発

松

岡

正

し
、
唸
り
響

い
て
鳴
り
や
ま
な
い
。
命
は
吉
備
津
彦
神
社

の
釜
殿
の
″
へ
っ
つ
い
″

の
下

に
埋
め
さ
せ
た
が
、
唸
り
声
は
や
ま
な
か

っ
た
。
あ
る
夜
、
命
は
温
羅

の
夢

を
見
た
。
温
羅
は
次

の
よ
う

に
告
げ
る
。

「
自
分

の
事
は
釜
殿
で
神
銀

（神

へ
の

供
物
）
を
炊
か
せ
て
欲
し
い
。
そ
う
す
れ
ば
、
年
中
唸
る
こ
と
は
や
め
る
。
も
し

世

の
中

に
何
か
起
こ

っ
た
ら
″
へ
っ
つ
い
ク
の
前

に
来

て
欲
し
い
。
幸
な
ら
襟
か

に
鳴
り
、
禍
な
ら
能
ら
か
に
鳴
ろ
う
」
と
。

（末
尾
記
載
の
引
用
文
献
①
。
以
後
、
文
献
―
と
略
記
す
る
）

こ
れ
が
吉
備
津
彦
神
社
の
釜
鳴
神
事
の
由
来
で
あ
り
、
現
在
も
総
社
市
阿
曽

（鬼

ノ
城
南
東
の
ふ
も
と
）
出
身
の
女
性
が
、
こ
の
神
事
を
行
っ
て
い
る
と
い
う
。

備
陽
史
探
訪
の
会
は
、
二
月

（平
成
六
年
）
に
鬼
ノ
城
と
楯
築
遺
跡
を
中
心
と
し

て
吉
備
路
を
回

っ
て
来
た
。
バ
ス
例
会

「
古
代
吉
備
王
国
の
謎
を
探
る
旅

」
で
あ
る
。

私
も
参
加
し
て
遺
跡
の
ミ
ス
テ
リ
ー
を
満
喫
し
て
帰

っ
て
き
た
。
家
に
帰

っ
て
か
ら
、

車
中
で
配
布
さ
れ
た
「
例
会
資
料

」

（文
献
②
）
を
丁
寧
に
読
み
始
め
た
。
七
森

・

平
田
両
氏
の
著
述
は
克
明
で
あ
る
。

し
か
し
、
読
了
後
の
私
に
は
何
か
ひ
っ
か
か
る
も
の
が
あ
っ
た
。
や
が
で
、
そ
れ

は
楯
築
遺
跡
の
″
木
椰
施
設
を
伴
う
組
み
合
わ
せ
式
木
棺

（文
献
②
２
頁
）
″
と
い

う
記
事
で
あ
っ
た
こ
と
に
気
が
つ
い
た
。
以
下
こ
れ
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。
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◎
楯
築
遺
跡

ω

一
ル
の
中
甕
、
私
は
畏
敬
す
る
八
木
敏
乗
先
生

（古
代
祭
祖

・
積
石
塚
の
研
究
家
．

元
会
員
）
か
ら
、
申
敬
灘
教
授

（韓
国
の
考
吉
学
者
）
の
講
演

コ
ピ
ー
を
頂
い
た
。

そ
れ
は
、　
一
九
九
〇
年
以
降
、
釜
曲
附
近
の
古
策
を
申
教
授
が
発
掘
し
た
結
果
を
も

と
に
発
表
し
た
も
の
で
、
な
の
要
旨
は
「
伽
耶
の
菫
墳
は
木
椰
墓
で
あ
る

」
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

″
木
擦

″
と
は
糖
を
入
れ
る
空
間

（椰
）
が
本
材
で
作
ら
れ
た
も
の
で
、
発
掘
時

点
で
は
腐
食
し
て
ほ
と
ん
ど
原
形
は
な
く
、
痕
跡
か
ら
そ
れ
と
判
定
さ
れ
る
。
注
圏

す
べ
き
点
は
、
楯
築
遺
跡
の
本
椰
痕
跡
が
わ
が
掴
で
初
め
て
検
出
さ
れ
た
も
の
だ
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

摯
教
授
は
釜
山
附
近

（朝
鮮
半
島
南
部
に
あ
っ
た
古
代
の
国
″
加
耶

″
、

『
鶴
本

書
紀
』
で
は
任
那
露
本
府
と
称
し
て
い
る
）
の
古
墳
を
本
椰
の
特
徴
か
ら
年
代
篇
に

区
分
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
楯
築
憤
丘
墓
の
木
椰
基
に
対
比
さ
れ
る
文
を
以
下
紹

介
す
る
ｃ

「
量
類
の
木
篠
墓
は
床
面
に
何
も
施
し
て
い
な
い
Ｅ
類

ａ
型
、
床
面
に
板
石
状
の
割

石
を
敷
い
た
Ｅ
類
ｂ
型
、
床
面
に
礫
石
を
敷
い
た
り
等
間
隔
に
石
を
敷
い
て
棺
台
に

し
た
Ｉ
類

Ｃ
型
に
の
三
つ
分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（中
略
）
出
土
品
か
ら
見
ま

す
と
１
類

ａ
型
は
四
世
紀
の
前
半
、
Ｉ
類
ｂ
型
は
四
世
紀
の
後
半
、
猛
類

ｃ
型
は
五

世
紀
の
前
葉
だ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
ま
す
。」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（文
献
③
“
頁
）

こ
れ
を
文
献
②
郎
頁
縫
図
で
見
る
と
、
楯
築
墳
丘
墓
は
教
授
の
い
う
Ｉ
類

ａ
型
に

相
当
す
る
と
思
う
。
ま
た
、
教
授
は
「
考
古
学
の
資
料
の
中
で
、
他
文
化
の
影
響
の

中
に
お
い
て
も
最
も
変
ら
ず
、
そ
の
伝
統
を
強
く
保

つ
の
は
墓
制
で
す
」
と
述
べ
て

い
る
。
だ
と
す
る
と
、
楯
築
墳
丘
墓
は
加
耶
族
が
吉
難

へ
移
住
し
て
造
っ
た
と
考
え

る
こ
と
も
可
能
で
あ
り
、
そ
の
年
代
は
四
世
紀
前
半
以
降
に
な
る
。

②
次
滋
地
名
を
み
る
。
文
献
①
に
よ
る
と
、

「
吉
構
津
神
社
は
古
代
の
行
政
区
分
で
は
備
中
の
国
賀
夜
郡
に
所
在
す
る
。
こ
の
質

夜
郡
地
域
に
本
拠
を
も

つ
伝
統
的
有
力
氏
族
に
賀
夜
氏

（香
屋

・
蚊
屋

・
賀
陽
と

も
書
く
）
が
い
る
。
そ
の
「
カ
ヤ
」
の
氏
名
か
ら
朝
鮮
南
部
の
加
耶
地
域
か
ら
の

渡
来
氏
族
で
は
な
か
っ
た
か
と
い
う
説
も
あ
る

」

と
あ
り
、
さ
ら
に
、
次
の
よ
う
な
記
述
も
あ
る
。

「
寛
平
五
年

（
入
九
二
）
の
頃
の
賀
陽
郡
の
長
官
で
あ
る
大
領
の
地
位
は
賀
陽
豊
伸

で
あ
り
、
吉
備
津
彦
宮
の
神
官
は
弟
の
豊
慎
で
あ
っ
た
」
　

　

　

（文
献
①
９２
頁
）

傷
以
上
か
ら
、
足
守
燿
下
流

一
機
は
無
耶
か
ら
の
渡
来
人
が
住
ん
で
い
て
、
そ
の
氏

族
首
長
の

一
人
の
墓
が
楯
築
墳
艦
墓
で
は
な
い
か
と
、
私
は
推
測
す
る
。
こ
こ
で
、

誤
解
の
な
い
よ
う
に
付
記
す
る
が
、
こ
の
地
域
の
す
べ
て
が
、
加
耶
人
だ
と
は
考
え

て
い
な
い
。
先
篠
氏
族
が
い
て
、
そ
の
頂
点
に
新
技
術
を
も

っ
た
為
政
者
と
し
て
の

糠
耶
族
が
い
た
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
後
述
の
温
羅
も
同
様
に
理
解
し
て
は
し
い
。

◎
鬼
ノ
城

私
は
、
鬼

ノ
城
の
原
形
は
神
籠
石
系
山
城
で
あ
り
、
の
ち
に
再
構
築
し
た
も
の
と

考
え
た
い
。
そ
の
石
垣
は
戒
壇
積
み
、
重
箱
積
み
、
布
積
み
、
牛
芳
積
み
、
神
籠
石

状
列
石
な
ど
様
々
な
築
城
法
を
と
る

（文
献
①
２
頁
）
。
多
様
な
石
積
み
が
と
ら
れ

て
い
る
こ
と
は
、
神
籠
石
系
山
城
を
後
年
、
再
築

・
改
築
し
た
も
の
と
考
え
る
の
が

自
然
で
は
な
い
か
と
思
う
。
な
ぜ
な
ら
、　
一
部
分
で
は
あ
る
が
、
神
籠
石
状
の
列
石
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が
は

っ
き
り
残

っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

鬼

ノ
城

に
つ
い
て
文
献
か
ら
判

っ
た
こ
と
を
列
記
し
て
み
る
。

■
　

『
和
名
抄
』
に
よ
る
と
、
古
代

の
所
在
地
名
は
備
中
国
賀
陽
郡
に
な
る
。

（文
献
④
）

２
．

「
ウ
ル
」
と
は
朝
鮮
語

で
包
容
式
の
山
城

の
輪
郭
線
を
示
す
も

の
で
あ
り
、
伝

説

の
温
羅
は
そ
れ
に
出
来
す
る
の
で
は
な
い
か
。
　

　

　

　

（文
献
①
７‐
頁
）

＆
　
斯
学

の
第

一
人
者
、
向
井
教
授

に
よ
る
と
、
山
城

の
出
現
時
期
は
現
段
階
で
は

七
世
紀
中
葉
と
す
る
し
か
な
い
。
　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

（文
献
⑤

“
頁
）

な
ど
で
あ
る
。

◎
温
羅

天
智
天
皇

二
年

（
六
六
三
）
、
日
本

の
援
軍
は
む
な
し
く
自
村
江
で
大
敗
す
る
。

百
済
最
後

の
王
城

・
扶
蘇
山
城
は
新
羅

・
唐

の
連
合
軍

に
攻
め
ら
れ
落
城
し
、
百
済

は

つ
い
に
滅
ん
だ
。
三
千
人
の
官
人
は
自
馬
江

へ
身
を
投
じ
た
と

い
う
。
そ
の
あ
と

に
つ
い
て

『
日
本
書
記
』
は
次

の
よ
う
に
記
録
を
残
し
て
い
る
。

天
智
天
皇
四
年

（
六
六
五
）
　

百
済

の
百
姓
男
女
四
百
余
人
を
近
江

の
国
神
前
郡

に
居
住
さ
せ
た
。

天
智
天
皇
五
年

（
六
六
六
）
　

百
済

の
男
女

二
千
余
人
を
東
国
に
居
住
さ
せ
た
。

こ
の
人
々
は
、
百
済
滅
亡
か
ら
三
年

の
間
、
政
府

の
食
を
賜
わ

っ
て
い
た
。

私
は
こ
れ
以
外

に
も
多
く
の
百
済
人
が

い
て
、
そ
の
中

に
は
東
国
行
き
を
拒
ん
で

西
国

へ
集
団
移
住
し
た
者
も

い
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
る
。
そ
の
中

の
あ
る
百
済

鬼 ノ城 を望む

-25-



集
団
の
指
導
者
の

一
人
が
、
吉
備
の
温
羅
で
は
な
か
っ
た
と
想
像
す
る
の
で
あ
る
。

彼
ら
は
吉
備
に
着
い
た
が
、
沿
岸
部
に
は
先
住
の
賀
陽

（加
耶
）
族
が
い
た
。
や

む
な
く
、
彼
ら
は
足
守
川
上
流
の
阿
曽
附
近
に
住
居
を
持
ち
、
背
後
の
新
山
に
鬼
ノ

城
を
造

っ
た
。
そ
れ
は
、
新
羅

。
唐
と
の
戦

い
に
破
れ
た
苦
い
経
験
か
ら
、
い
ざ
と

い
う
時
を
想
定
し
て
造

っ
た
の
だ
と
考
え
る
。

◎
吉
備
津
彦
命

吉
備
津
彦
に
つ
い
て
郷
土
史
家
、
村
上
正
名
先
生
は
、

「
吉
備
国
の
初
現
の
統
治
者
で
あ
り
、
こ
の
人
物
を
天
皇
の
皇
族
と
す
る
伝
承
を
作

っ
た
と
見
ら
れ
る
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（文
献
⑥
２
頁
）

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
私
も
同
様
に
み
る
。
冒
頭
の
温
羅
伝
説
で
は
省
略
し
た
が
、

こ
の
伝
説
は
第

一
〇
代
崇
神
天
皇
の
御
代
の
四
道
将
軍
の

一
人
、
山
陽
道
は
派
遣
さ

れ
た
吉
備
津
彦

（
七
代
孝
霊
天
皇
の
皇
子
、
プ

丑
十
郷
だ
菱
鮮
）
の
こ
と
と
さ
れ
る
。

他
方
、
百
済
が
滅
亡
し
た
の
は
三
八
代
天
智
天
皇
の
頃
で
あ
り
、
年
代
が
ま

っ
た
く

合
わ
な
い
。
私
は
伝
説
上
の
吉
備
津
彦
を
賀
陽

（加
耶
）
族
の
武
将
と
考
え
た
い
。

◎
楯
築
遺
跡

温
羅
伝
説
に
登
場
す
る
主
要
人
物

・
事
物
に
つ
い
て
、
だ
い
た
い
の
私
の
推
理
を

語

っ
て
き
た
。
し
た
が
っ
て
、
私
の
考
え
る
ス
ト
ー
リ
ー
を
再
現
す
る
こ
と
は
省
略

し
て
、
楯
築
遺
跡
に
つ
い
て
の
感
想
を
述
べ
て
小
論
の
終
わ
り
と
し
た
い
。

楯
築
遣
跡
で
ま
ず

一
日
を
引
く
の
は
、
巨
大
な
立
石
が
墳
丘
上
に
あ
る
楯
築
神
社

を
取
り
囲
ん
で
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
さ
に
神
秘
そ
の
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
古

墳
の
上
に
神
社
を
置
く
の
は
福
山
附
近
で
も
よ
く
見
ら
れ
る
の
で
、
い
つ
の
頃
か
、

神
社
信
仰
で
石
桐
が
置
か
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

問
題
は
巨
大
な
立
石
で
あ
る
。
氏
子
代
表
の
楠
強
氏
は
も
と
は
二
七
本
あ

っ
た
と

い
う
。
私
も
神
域
を
示
す
磐
境
と
考
え
た
い
。
そ
れ
に
し
て
も
、
ま
さ
に
古
代
の
神

の
依
り
代
を
思
わ
せ
る
磐
境
だ
と
思
う
。

石
桐
の
御
神
体
に
は
、
も
と
の
楯
築
神
社
の
鳥
居
に
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
、
「
楯

衝
神
社

」
と
記
さ
れ
た
石
額
が
あ
っ
た
。
そ
の
書
体
は
蒙
書
体
に
近
く
、
あ
る
ご
婦

人

（
お
名
前
を
存
ぜ
ず
失
礼
）
の
判
読
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
以
前
は
楯
衝
神
社
と
記

し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

御
神
体
の
亀
石

（重
要
文
化
財
）
を
収
蔵
庫
で
間
近
に
拝
観
さ
せ
て
頂
い
た
。
以

前
な
ら
ば
、
国
宝
と
も
い
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

「
国
宝

」
を
今
ま
で
手
に
触
れ
た

こ
と
も
な
く
、
今
後
も
な
い
で
あ
ろ
う
。

例
会
を
計
画
さ
れ
た
七
森

。
平
田
両
氏
に
厚
く
謝
意
を
表
し
て
こ
の
推
論
を
終
わ

る
。
ま
た
、
多
く
の
文
献
を
引
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
が
、
末
尾
に
記
し
て
謝
意
に

代
え
た
い
。

∧
引
用
文
献
Ｖ

①

『
図
説
　
岡
山
県
の
歴
史
』
近
藤
義
郎
編

（河
出
書
房
新
社
）

②
例
会
資
料

「
古
代
吉
備
王
国
の
謎
を
探
る
旅

」
七
森
義
人

・
平
田
恵
彦
編
著

③

『
巨
大
古
墳
と
加
耶
文
化
』
西
嶋
定
生
他
共
著

（角
川
選
書
）

④

『
日
本
城
郭
大
系
　
十
三
』

（新
人
物
往
来
社
）

⑤

「
古
代
学
研
究
　
第

一
二
五
号

」
向
井

一
雄
著

⑥

『
備
後
の
社
寺
』
村
上
正
名
著
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